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大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・
・
・
・

・文学部教務委員　・博物館実習検討委員会委員　・教職課程専門部会委員
・広報担当委員　・ホームページ委員会委員　・ＦＤ委員会委員
・ネットワーク委員会委員　・学長選挙管理委員会委員長　・近代文学研究会顧問
・国文学科「研究室だより」等、各種冊子の編集発行

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学部担当科目

・言語・文学（六）　〔通年〕　　　・国文学講読（八）　〔通年〕
・演習Ⅰ（八）　〔通年〕　　　　　 ・演習Ⅱ（七）　〔通年〕
・卒業論文　〔集中〕　　　　　　　・映像文化論　〔前期〕
・現代文学論　〔後期〕　　　　　 ・現代文化論Ⅱ〔後期〕

専門分野

所属学会

・国文学科学生とともに文学散歩や課外活動に参加した。
・近代文学研究会顧問として研究発表や論文指導を行った。
・学生相談懇談会にて報告を担当。
・教育実習を控えた国文学科学生に向けて板書練習会を実施した。

・国文学研究資料館　国文学文献資料調査員
・昭和文学会『昭和文学研究』編集委員
・日本近代文学会関西支部運営委員
・高等学校において出張授業を実施

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

日本近代文学

　【研究上の特記事項】

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会　昭和文学会　日本文学協会　仏教文学会

武田泰淳を中心とする昭和期の文学／戦時下中支地域における日本文学と文化

龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程日本語日本文学専攻　修了

博士（文学）

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
(博士前期課程含)

・近代文学論特殊講義

授業科目

・文部科学省科学研究費（基盤Ｃ）「日本統治下上海を中心とした中支各地域における
日本語文学状況の基礎的研究」研究代表者
・文部科学省科学研究費（基盤Ｂ）「中日文化協会上海分会と関連文学者・文化人に関
する基礎的・総合的研究」研究分担者
・中華人民共和国（上海・南京等）での資料調査を行う。



単著

単著

単独

単著

2013年8月3日

2013年8月

2013年12月

『アジア遊学167 戦
間期東アジアの日本
語文学』　勉誠出版

『〈外地〉日本語文
学への射程』双文社
出版

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

著書､学術論文等の名称

戦時下上海に活動した邦人文学者た
ちの動向を追いながら、彼らの活動
が日本の統治機構に寄り添いつつ、
時にそれを裏切る多面的な活動をみ
せていたことを論じたもの。　160-
176頁

概　　　　　　　要

日本統治下の上海および武漢におけ
る日本人文化人の動向や人的ネット
ワークについて報告した。

⑤

日本上海史研究会第
12回例会

（学会発表）

2013年8月31日

①汪兆銘政権勢力下の日本語
文学―詩人・池田克己の活動
を通して

②

③

④

（学術論文）

⑤

①新刊紹介「中村三春著『変
異する日本現代小説』」

（その他）

②

⑤

⑤

③

②日本統治下上海の文学的グ
レーゾーン―長江文学会／上
海文学研究会の動向から

（著書）

詩人・池田克己の動向を軸に、日本
統治下の上海・南京を中心とした地
域で展開した日本語文学の状況を確
認した論考。　113-125頁

『昭和文学研究』第
67集

同書籍の紹介文。

日本上海史研究会

2013年6月1日

④

②戦時上海の邦人文化空間―
武田泰淳を接触点として

③ワークショップ「近代上海
における日本文化を考える」

④

コメンテーターおよび討論者を務め
た。

日本近代文学会関西
支部2013年度春季大
会

同シンポジウムの企画ならびに司会
を務めた。

③

④

①シンポジウム「文学研究に
おける〈作家／作者〉とは何
か」

2013年9月


